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第1章 一番を目指せ！ 力は後からついてくる・常に一番を目指して生きてきた 

～子供のころから「一番になる事」しか考えていなかった、友達と野球をするときも投手

で 4 番打者、将来は社長になると決めていた、モーターに興味を持ったのは小学校の

先生が私の作ったモーターがクラスで一番とほめてくれたから。 

会社を創業した時に掲げた「世界一のメーカーを目指す」と言う気宇壮大な夢だった、

1973 年 7 月にたった 3 人の従業員を前にして 1 時間 40 分訓示し「精密小型モーター

の分野で世界のトップになる」と明言し 10 年後には京都で一番良い場所に会社を置き

20 年後には自社ビル、30 年後には京都で一番高いビルを建てる・50 年後には売上高 

1 兆円を目指す・・・ 

～今は“一番が一人勝ちする時代”シェヤー1位が全体の 6割の利益を持って行ってしまう

真似だけでは人を超える事は出来ない。 

～強みを生かし一番になれる場所を見つける、高校生の時に中学生を集めて学習塾を開

き進路指導も行い一番を取る為の志望校選びで当時の学卒初任給の数倍を稼いでいた。 

～「すぐやる」習慣が命運を大きく分ける、日本電産には“三大精神”があり「すぐやる・

必ずやる・出来るまでやる」が基本精神！ 

～明るい言葉を使えば明るい未来がやって来る！米国滞在中のこと全身に蕁麻疹が出て

救急車で病院に運ばれた時に医師から「ハウ・ア・ユー」と尋ねられて、苦しくて私は

「ノット・ファイン」と答えたが、その時に医師のお陰で直ぐに退院できたが医師から

貴方は企業の経営者だから弱気な事を言ってはいけないどんな時も「ファィン！」と答

えなさい、そうすれば明るい未来がきっと見えてきます！と言われ、それからというも

の私は常に「エクセレント！（最高さ）」と答えるように心がけている。 

よく愛読書は何かという質問をされるたびに“自著”である！私は毎日の様にページを

開き関心・感動し困難にあった時に読み返して創業時の苦労を思えば大事はない！と 

～私は明石家さんまさんが大好きで彼は休日の度に録画した自分の番組を見て笑えるか

どうかチェックしている、普段の鍛錬があるからこそいつまでもお笑い界のトップを

走り続ける事が出来るのだろう、他者から学ぶことは勿論、これぞと思うものは独自に

作り上げる事がゆるぎない自信と一番になることに繋がっている。 

第2章 苦労に飛び込め！やがて人生は輝く 

 ～大洪水の時になぜ「逃げるな」と命じたか、2011 年の夏から秋にかけてタイで大洪水

が発生し主力工場が未曾有の被害を受け現地や工場長から堤防が決壊して主力工場の

団地に避難命令が出たと、しかし私はあえて「逃げるな社員の心を 1 つに纏めて直ち

に復旧作業に当たれ」と命じた、本社も出来る限り支援した、現地の社員総動員の奮闘



が功を奏して工場の生産は倍近く伸び顧客から高く評価され HDD 用モーターの占有

率が世界で 8 割にまで延びた、この時必死になった理由が半年前に現地担当者の判断

で万一の洪水に備えて入っていた損害保険を解約した為に百億単位の損害が補填でき

なくなっていた、後日この事を比叡山の高僧に話したら「その人を責めるのではなく、

誉めてあげなさい」と説かれた「全社員は保険金が入らない事で危険を顧みず軍隊から

の協力迄も仰いで一丸となって奮闘した得難い体験だ」と 

 ～苦境の中で手を差し伸べてくれた経営の恩師＝オムロン創業者立石一真さん、米国の

スリーエムから大量の注文が入ったのに民家の 1 階部分だけの工場では賄い切れずに

新工場建設の為に銀行を駆けずり回っても見込みが立たず、そのころ京都財界や金融

機関が中心となって日本初のベンチャ―キャピタルが誕生し直ぐに融資申し込みをし

たが担当者は「会社規模があまりにも小さく歴史もない審査に回すが期待しないよう

に」と、つれない返事ところが後日トップの方が直々工場を視察されることになった

「創業 1年でここまで来たのは立派なものです」この方こそ立石一真さんだった。 

  融資が決まり京都新聞に大きく取り上げられ弊社の名前が知られることになった。 

  立石さんから「一緒に食事でもしましょう」と誘われ約束の午前 10 時に会社を訪れた 

  社長室の応接に通されドア 1 つ挟んだ会議室では鉄道の自動改札機の開発を巡って 

大激論が交わされ幹部達は「うちの技術力では無理です」と言って中止を促そうとして、

これに対して立石さんは一歩も引かず激しく怒鳴っている、入れ代わり立ち代わり 

入ってくる幹部に延々と大声で主張している、結局幹部達が渋々納得して引き下がっ

たのは午後 3 時を過ぎていた立石さんと冷えたウナギを一緒に食べ乍ら言われた事は

「大切なのは気概と執念だ」部下が疲れ切って「分かりましたもう一度トライします」

と根負けして折れる迄続けなければダメなのだ…と経営の神髄を学んだ！ 

  オムロンはその後自動改札機の開発に成功し全国の駅に取り入れられた。 

 ～料理屋さんの修行に学ぶ「下積み」の大切さ=京都の一流料亭では下積みから修業が始

まり玄関先でお客さんを迎え下足札等は渡さない、どのお客さんがどの靴を履いてき

たか全て覚え帰える時にはサッと揃える、この時お客さん同志がこの日の料理の寸評

を交わす会話に聞き耳を立て覚えておくのが下足番の役割、料理長が「どうだった？」

と尋ねる事にこと細かな会話の内容を伝える、そこまでが仕事なのだ。 

１～２年で皿洗いになると、その日のお客さんの評価がてきめんに表れ何処の部屋の 

お客さんは二皿目に殆ど箸をつけていない等、料理長に細かく伝える。 

５～６年頃から「汁でもやるか」と料理長に言われてようやく修行に入っていく一流の

料理人は記憶力が抜群によく誰にどのような料理を出したかを全てを覚えていて同じ

料理を出さないように心がけているのだ。 

 ～創業時から数年を経てハードディスクドライブを動かすモーターの開発に社運を賭け 

ていた、技術的に難易度が桁違いに高くて開発スタッフの夜を徹しての奮闘のお陰で

サンプル完成にこぎつけて日立製作所からの受託に成功したが、不良品率が高く一向



に好転せず、遂に日立製作所から工場に視察が入る事態となり万事休すかと思った時

に日立側の部長がスッと当社の職員に歩み寄り「お久しぶりです、あの時は大変お世話

になりました」と、なんとその部長が別の会社で手ほどきを受けた人物が当社に再就職

しその場にいたのだ、その恩返しに当社の社員が日立製作所の工場で技術習得の特訓

を受け極めて異例な対応で正に幸運としか言いようがない、こうしてノウハウを確立

し、その後の飛躍に繋がった！ 

 ～2000 年代に入り FDB モーターの本格的な普及を迎え他社との熾烈な競争期でも先頭 

を走っていた大手メーカーが巨額の赤字を抱えて経営危機に陥り特許も多数保持して 

いて経営が順調なら当社は開発競争で負けていたが逆に買収する事で一気に成長した 

ひたむきな努力が運を呼び寄せたのだ！ 

 ◎神前の“誓い”が新たな力を呼び起こす＝創業して 7 年目に取引先が倒産し売上の 3倍 

の巨額な焦げ付きが発生「今度ばかりは会社をたたむしかない」と頭を抱えていたが 

ある人の紹介で左京区の九頭竜大社の教祖さんにお告げを聞くことになった「あなた 

の運命は次の節分の時に変わる、それまで何とか持ち堪えなさい」と言われて必死にな 

り金策に回り、そして迎えた節分の日に何と米国 IBM社から注文が舞い込み大量注文 

で絶体絶命のピンチから抜け出した！！ 

 ◎今一つ不思議な出来事は亀岡市に新工場建設計画で工業用水の井戸を専門家に掘削し 

  て貰ったが全く水が出ない費用ばかりかさみ困り果て、またもや九頭竜大社でお告げ 

を聞いたところ敷地内の図面に赤鉛筆で 1点の印をつけられた、業者は「そんな場所 

から水が出るわけがない」と渋ったが何とか説得して掘ったところ水が勢いよく噴き 

出した、この世には目に見えない力が働くものだと信じて以来、月 1 回は早朝参拝を 

欠かしていない、その時は神頼みではなく、その時々の決意を述べるだけで、そのあと 

おみくじを引くのが習慣で、ズバリ心境を言い当てる事が書かれている、業績が好調な

時に「おごるなかれ」何か逆境の時は「もう少しの辛抱だ」と。 

 ～「足下悲観、将来楽観」という考え方は母から教わり私の信念になっていた、苦境には 

まった時はそこから逃げようとする者と、その場に踏みとどまって立ち向かう者では 

後になって百倍以上差がつくことは私の経験が物語っている。 

 ～創業して 8 年目に私は本気で死を意識した、不渡り手形を掴み経営が生きづまり投身 

しようと思い桂川の上流保津狭で下見、大きな岩を眺めているうちに、さすがにしん 

どいな！それならもう一度死ぬ気で頑張ってみようと気持ちを立て直した、それ以降 

しばらく苦しむ事があると何度もその岩の所に行きその岩を眺めるという事を続けた。 

人生というものは最後に「良かったな」と思うかどうかで値打ちが決まる、苦しい時も 

踏みとどまって頑張っていけば必ず成功への灯りが見えてくる！朝のこない夜はない 

出口のないトンネルもない！一歩一歩前に進めば必ず出口に辿り着く。 

第3章 機微を掴め！人の心はこう動く！ 

 ～叱った分だけ「心のケア」が必要、私は創業時から一貫して相手がチジミ上がるほど叱 



り、人を育てる闘争心と反発心に火をつけ根本から意識を変えていく、その一方で叱 

る分だけ、それなりの心配りもした。昇進時・ボーナス時に社員に自筆の手紙を渡し 

感謝と褒めるべき事を言葉に尽くして徹底的にほめて社員が 600人になるまで続けた、

今は毎日メールが 3 百届くがそのうち百には返信、週末は報告書を含め千通と大仕事

になるが内容をチェックして返信している、メールだけでなく土・日曜は世界中への 

駐在員に電話をかけまくり仕事の話はせず「元気でやっているか」「ご家族はどうして 

いる」と、3ヶ月に 1回は声を聴く。 

 ～私は常日頃から叱られるものは見込みがある、叱られない人は 3 流以下、一日に 5回 

叱られてやっと 2 流、10回叱られてやっと一人前だと。 

 ＝チャレンジした人が評価される“加点主義”減点主義はとらない、失敗したら原因を見極

め反省し二度と同じ失敗を繰り返さなければいい。 

 ～経営破綻した日本航空の再建を果たした稲盛和夫さんは全く無縁で取り組み幹部の心 

を変え全社員の心が一つになり“奇跡の V字回復”を成し遂げられた。 

  地位や肩書では人は動かせない、その人が発する言葉が心に通じ腑に落ちた時に初め 

  て人は「この人について共に歩もう」と決定するのだ。 

 ～失敗談で夢を語る人に人は惹かれる、失敗とは一生懸命頑張った上での事。 

 ～トップは自ら進んで「御用聞きとなれ！」こちらから声をかけなくても近づいてくる 

  積極派は放っておいても大丈夫、おとなしいタイプには進んで元気にやっているか？

困ったことはないか？と御用聞きしているがそのような社員が目覚ましい変化を遂げ

るさまを見るのは大きな楽しみである。 

 ～オーケストラで一流の指揮者がタフトを振れば三流の楽団でも素晴らしい音楽を奏で

る、いくら世界的に有名な奏者を集めても指揮者が三流なら音色はバラバラで美しい

メロディは生まれない、全体の和を乱す場合どんなに優れた人でも集団から去っても

らうしかない。全員のベクトルを 1 つの方向に合わせて指揮する事こそがリーダーの

任務なのだ。夢を持ってこそ心が繋がる風景が集まる、困難な時も力を貸してくれる。 

第4章 変化を捉えよ！大きく見て小さく歩め～千の種をまいて 3 つの花が咲けばよい。 

 ～現在全世界で消費される電力の約 5 割はモーターに使われていてモーターの消費電力 

を削減できれば地球環境改善に大きく貢献できる、その為にもモーターの研究開発や 

技術革新が重要なテーマです。 

 ～茹でガエルになるな・時代の変化に対処せよ～かつて築城 3 年・落城 3 ヶ月と言われ 

ていた時代が築城 3 年・落城 3 日と言われるようになって久しい、ところが今や IT の 

発達やグローバル化で「落城 3 時間」とも云われるべき時代が到来した、有名な寓話中 

でカエルになってしまう人間の特徴「マンネリ、諦め、怠慢、妥協、おごり、油断」と 

6 悪に集約できる「脱皮しないヘビは死ぬ」の諺通りに周りの変化に対応して自己変革 

しなければ「負け組」に入ってしまう。 

 ～長時間労働から知的ハードワークの時代＝残業ゼロの会社を目指す 



 ～「現場・現物・現実」を見ることなく経営を語るな！～整理・整頓・清潔・清掃・作法 

  ・躾の６S の積み上げと約束の時間を守り、訪問者を待たせない工夫と受付の応対ぶり 

  行動の仕方、身だしなみ、社員達の EQ 値が高い事。 

 ～“陰の極み”までやり抜けば劇的に好転する・ゴミ箱の全てをチェックするとまだ使える 

ものが７割もありコスト意識の欠如が分かる、意識が変われば行動も変わる。 

 ～大きな課題も「千切り」にすれば必ずできる＝オリンピックのマラソン選手に尋ねたら 

  長距離走るのは苦痛なので次の電柱まで行ったら止めよう、次の角を曲がったら止め

ようと何十回・何百回と、こうした思いで走り続けると人より早くゴール出来ると！ 

  「１日一時間眠る前に本を読む」「セミナーを受講する」「毎月１回メンバーを自宅に招

き食事をふるまう」「毎週１回仕事以外の事で面談する」等の千切り経営の応用をする。 

第５章 人を育てよ！ 時代は大きく変わる！ 

 ～型破りな入社試験がなぜ功を奏したのか＝会社員生活を振り返って「この人は仕事が 

できるな」と感じた上司や同僚は「声が大きく・出勤時間が早くそして食事が速い」と

３つの共通点があったので大声試験・早飯試験・試験場に早く来たものから順次採用す

る型破りな新卒採用をした、後日仕事の成績と早飯試験の順位を比較したらほぼ一致

していた。 

 ～成功の条件は「頭の良さ以外の所にある」～様々な業界で成功している経営者１５人に 

  共通する事は ①人一倍働くことを苦にしない ②個性が強くその上に③人が大好き 

で時間があれば人と会っている、の３点で、いずれの人も早食いで全部平らげていた。 

 ～これからは EQ の高さが求められる、IQ（知能指数）の優秀さよりグローバル社会で 

  は EQ（感情指数）の高い人材が偏差値の高い高学歴の人材より必要とされ人間として 

  総合的な知性と感性の豊かさ情熱・熱意・執念で立ち向かう能力、他人の苦しみを深く 

読み取り、人心を束ねる能力、いかなる風雪にも耐えうる強い心・鍛える程どんどん伸 

ばせるのが EQ だ！人間力とも云える。 

 ～人間として器を大きくする方法＝成功体験を持つ・苦しみを乗り越える事で感動を味 

わえる、そして感性を磨ける！ 

 ～すべてが「自分ごと」になると人生が変わる「泣かない・逃げない・辞めない」 

 ～グローバル社会で活躍できる人材を育てる為に＝人間には３つのタイプがあり「自分 

で燃える人３％」「他人の火を貰って燃える他燃型８０％」「不燃型１７％」偏差値の高 

い・有名大学の卒業生は専門分野もなく、英語も話せない、礼儀作法も知らない、社会 

常識にも欠けているから教え込まないと戦力にならない、原因は偏差値教育であって

受験する事ばかり身に着け未知の問題に答えを出せない！ 

 ～直ぐに踏み出した教育改革への第１歩＝京都学園大学の理事長から２０１６年１２月 

に「理想の大学づくりを目指しているなら我が大学を救って欲しい」との提案を即座に 

受諾、まず食事をしてから懇談会・１５～２０人をポケットマネーで昼食は全教員に及 

んだ、参加人員は千人以上で、その結果は１年で２百億円以上も収益が改善し黒字転換 



 ～先ず学生たちが気概と自信を取り戻す事、２０１８年３月理事長に就任、翌年４月に 

  大学名を「京都先端科学大学」に変更、専門性と実践的な英語力に加え「グローバル社 

会人基礎能力」で多様な社会を逞しく生き抜くスキルを身に着けた人材の育成で世界 

に通用する一流の大学を目指す事である。 

そこで求められるのが「３P」で指示待ちではなく自ら行動・自分の専門能力を向上し 

生産性を上げるのがこれからの私の使命だと、今一つ中・高・大一貫教育で２０２１年 

４月には中学校・高等学校を運営する法人を合併した、更に翌年よりビジネススクール 

MBAを設置、世界水準の実践力が備わった人材づくりで“実践知の道場”にしたい、私 

自身も勿論教壇に立つ！ 

 ～国際社会では“雑談力”がモノを言う=人の心をつかみ、本音を引き出し互いへの距離を 

縮め、人間関係を円滑にする力、リーダーシップを鍛え、チームワークを築く上で必須 

の能力が雑談力、米国ではトップの訓示では５～１０分毎に１回笑いを取らなければ 

ならない、私もそれを心掛けている、米国のトランプ大統領が来日した時に２０人程の 

懇談会に招かれ自己紹介を兼ねてスピーチ、満座の笑いを誘いながら２５分も話して 

トランプ大統領が「こんな日本人もいるのか」と周囲の人に語っていた由。 

 ～「実践的英語」は世界共通インフラになる＝京都先端科学大学ではテキストや資料も全 

て英語であり「英語を学ぶ」ではなく「英語で学ぶ」ので優秀な海外の留学生と研究者 

を集める為に大きな威力となっている！ 

 ～実力次第で羽ばたける時代がやってきた＝今や学歴ブランド主義の時代は終わりを告 

  げ実力そのものが問われる時代の到来で自分の夢、職業観、理念を大事に生きていく事 

である、だから若い人には先ず「一番」になるものを早く見つけて欲しい、見つかれば 

自信を持って人生が歩める「大法螺」を拭いて欲しい、苦労の後には必ず喜びが来る！ 

と確信をもって言う事が出来る、諦めず大きな困難に立ち向かって欲しい！！そして 

ともに明るい未来を築いて行こうではないか！ 

                                  （ 完 ） 


